Feedback effects of first supernovae on the subsequent population III star formation by 佐久間 優 & Sakuma Masaru
Feedback effects of first supernovae on the
subsequent population III star formation
著者 佐久間 優
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
















H2 が冷却剤として非常に重要な役割を果たす。また、始原ガスにおける H2 形成は電子を触媒として行われ
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シミュレーションにおいては、重要な冷却剤として H2 とともに HD分子も取り入れた。それは、HDは H2
よりも励起エネルギーが低いため、HDが十分に生成されると～ 150K以下の低温においては冷却源として
重要な役割を果たすからである。衝撃波加熱がガスを高温にすることによって H2 の形成が促進されること
は上で述べたが、HDは H2 をもとに形成されるため（H2 ＋ D+→ HD＋ H+）、H2 が多量に形成されればそれ
だけ多くの HDが形成され、その効果も大きくなる。我々が行ったシミュレーションの結果、超新星爆発の




密度にすることがわかった。また衝撃波加熱後に形成された多量の H2 によってガスが再び数百 Kにまで冷
却され、その後の星形成の可能性があることがわかった。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、初代超新星爆発が次世代星形成に与える影響を解析的計算と 3次元流体シミュレーションに
よって調べたものである。解析的計算によって、初代超新星のフィードバックは近傍での星形成を抑制する
ということを示し、さらに衝撃波のガス雲との衝突や衝撃波によるガスの加熱、化学反応などを詳細に取り
扱った 3次元流体シミュレーションによって、初代超新星のフィードバックは近傍での星形成を抑制すると
いう効果だけでなく、条件によっては周辺での星形成を促進する効果も持ち合わせていることを発見した。
本研究は、宇宙の初代天体における星形成史の解明に重要な進展をもたらすものであり、その学術的価値は
高く評価される。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
